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農家構成の変動過程と高齢者専業農家

ノ＼都市近郊農村」也域社会の変動過程の研究（その2）

高　　島　　秀　　｝封
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はじめに

　本，諭∫文二をf’）むソこv）　づ重V）掃1：㌢ビレつ目lilJ：ま．　人く者i；

市近郊に立地する農村地域社会の変動過程を、

近年手是u昌されている　「混住fヒ」　「混住fヒ地」夕k橿：

会」の概念をその特質刊！解の枠組として用いる

とともに．具体的な研究対’象地域の変動過程の

実態をぢ察することを通Lて解明することであ

るcuっ

　地域社会は全｛本社会に対応する部分社会とL

て，きわめて多様な諸現象・諸機能を内包して

おり、地域社全とその変動過董コ1の実態を解明す

るためにiよ、　」也域社二ごV）内音iiにt’ii在する｜諸f見

象・諸．機能とその相亙連関，さらにその規定要

因となる地域社会の内外に存・在する諸事象につ

いての，視野の広い多面的・総合的な考察が必
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要である＝　こレ．）ような基本1向な認、識の．．｝．．に．前

千高において｛ま」．也丸k社f？uつ基｛遊n（Jf薄元εとなる∫屯ヌ三

構造について　　特に．農村地域社全の場合はliT．

輿↓自｛Jに　（今・日vゾ工元匡三しては異なっており．　そ

の解明が目的の　’部をなしていたのであるが）

そのよ也与k子」ニフごレ）ヒ1竜㌢三・　じ』波業力㍉畏ヨ≡て“あO，

農菜のあb／iが地域社会のあbノ」．を大きく規定

するところから　　特に農業を第一の研究対．象

とLて取り上げ．　その変動．過程を東）J1渚i；とII野

市の2レベルで考察Lて実態を川1らかにすると
と　も　：二．　　．大こ者［；rii．liiL’；，］；　Jul！　t，（v．）理隻鍵三レ．・）t変重わ．1邑［呈1二v’ノ

いて↓没「皆を、追って3SiHIIする1反、；見郁Jな図ユVを・得・

た

　その弓’察の．品「；とLて、巴装の支え丁・とLて

の農家の変動過程についても若Iiの考察を加え

たが、イぷぽにおいては改ゴ）て畏村地域社会v）

基イ＼的な構成輯・」’：である農家の変動過程につい

て明らかにすること目的とする　この｝．川りを達

bkするために畏’家の〕漬型別しっ茸・；r㍍kを日月らカ・にす

る7ごけではなく、］97〔膚三からlgS5年にわたる15

1引1日に各農’考ミ灯｛型慣1て”どCつような［多重カカご兄らtL

たレ．）かを考察する．．さらにその内で近年唯　’耳う

加傾向を見せており，農業し．）乏え．アとなりうる

か議論が交されている　「高齢者専業農家」し．）実

態を考察する、これらのいずれについても前提

として4こ国の動向を考察し、そのkで大都市近

郊農村地域社会の動向を、その典型と考’え；，れ

る衷．京都を事例として考察する．，なお農村地域

社会の変動の実態を明らかにするためには

「家」相互の関係を’明らかにすることが重要で

あるが，この点については稿を改めて考察する

ことにしたい，日本の農村地域社会の構成単位

が個人ではなく「家（＝農家｝」であることは、

これまで多くの研究者’が指摘してきたことであ

り，ここで改めて論証することを省くが、

「家」は個人の生死を．超えた存在として、農．業

の経営主体，農村地域社会の構1友単位となり，
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土也〕或社1会と　してし戊薯猴質とオ目1r戊見’走自日に：、芹ぼ友な1謁

係を持っていたことが／L．1，本論又で．大都巾」丘郊

農村地域社会レ．プ変動過程を日い，かにする目的の

ドに第2の要川とLて農家の変動過程を」1．くりL

げた理由である，

　この農’家構成の変動過［呈を川らかにする統計

日ヨ了ξ刊・としては．　畏村くつくr屯省t：5年毎に’㌧施す

る農業センtスし・）　・部である　農業構造動態統

計　があり．イミ論文も全面r白にこの資料に依存

するカご、　この糸充↓汁アミ米担二はL・くつかのに艮i昂元∫あ

る　その内で札論又てttのぢ察に特・に関連する点

は．　　1．　こレ．）糸充、汁レ・）」吉｝i楚となる，1周．査．は全匡レ畏ゴSミ

の2肋アの1抽HJI調査であって、2〔［倍しても必ず

しも合数をlll確に示すことにならないこと1：〃・、

2．　5年．毎レ）i凋ri’」｛施日寺毎に対幽象を」『fil　elslするた

めに5年毎（力宏（f直隣」に」皇宥［’卜生力「なL・こ　と｛．｝‘，

3．各都道rll川！のド・」から経営耕地規模毎に任意

系統杣出L．ているため、．都．道府県単仁r：の集計は

u］’能であるが、市川’村’．毎の数！l｛，］1は．存在しない場

合もあり前稿に対．応させてH野市という一．一市単

位での数値を示すことができないこと，の諸点

である，また他の統計資料の内には「高齢者専

業巴家」という規定を持たず．　「．男イ・午産1ド齢

人日のいない農’家」　という区分を設けているも

ひ）があり，この両者’は厳密には・’致しないが，

ほぼ相当するものと扱っている、以］・’のち察に

あた／／．・てはこれらの資料“EJ［；t－Fを十分考’慮に入

れ、．一定の傾向を示すもシ）とLて慎重に扱って

L・き7JL・．

1．研究課題の基礎的考察

□　大都市近郊農村地域社会における農業と

　　農家の変動過程

前稿においては既に述べたように、．人都市近

郊農村地域社会における農業の変動過程を明ら

かにすることをil目的としたが、その一部とし
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て農．業の支えT・である．農家レ）変化につい　もぞ

ゼ’考’察するところがあった、，それらの結果の要

点をイ，〈論．文の弓『察・廟］．じとL．三取り．い＋’．

ば表1ならびに；．欠のように要約Lて・1こす　．しカ

てきる（／1b。

　　東京都全体し．）動lil］としては、　ly55．｛i’・に農朱㌔、
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産物販売向ではll反売なLの農家が44，S”りピト数

近くを占めるなど、残Wする巴家の乞くが自’．家

f共ネ合を｝三とする程度におちいり、　’兵質11りな　「農
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展Lていることは否定しえない

　　　こρ）ような全都的動1（11レ：．）1勺で、近郊に位置し

てかつては．一定程度農村．」．止灰社会LLての’ド｛1格

を持っていたと考えられる目野市（二おいても、

1960年代⊥り、降の近．郊f．ド’．七地化u）進行の1ノ・1で農．業
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　り人二．ち一．たt”∨．．．が口㌧．．1．ミ．ノじ，Sl日1’tニニ69二li

㌧〔㍑．q㌦｝三半1腺Lて：い：　これに」．ヒベるな

∴ば長’」：．二・ゴ；．†ように．貫‘．ぺ渓（の｛版少は「三⊆

　　　表2　専・兼業別農家割合の推移rl☆．い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1｝冒‘‘rl：T．戸、　い一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．　　　　　　！

　　　　　　　　　　　　　　　 違　　　　　　’；’／　　

1

　　　　　　　　　　．i、・，「，　　　　　一一　．．1．：．∵畢　．［1手｛・

　　　　　　　　　．“tt’　獄　　　　　　「：∴）；葭「者　llil　　茎　涙　　〕三

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ1．F　紫．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ド　　　zざ
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　］y（｝，’）　1111［信川；i．　　二．iSlfi　　二1　’1　　　　　　1．川　∵　l　il．1・／
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．lySlltl！、． ｛∴5川．い川　　］3．：1　　；．Ll　：il二　G、一、∴1．

　19，s］il：．t16｜．．li；．　　；．．・17川　　］．▲∴　　　r／．；　　「．二　　ILN．1‘

：川三．．、江下　　　　．ド㌧．JL乳．二，．．’・幽1．、　　‘三．i，）◎バ．．・．’；ii「∴

基．本法」　｛］961年‖；［LL）によ．る政：右i’ICJな1動きか

けがあ一．．　．／たにもかかわらす，緩かなものであっ

た：ろ．え∴qLる＝　し：∵Lそu」内’容・ン兄ると．

IY6い口には1享業：S4．i’；c’）．n・第1董重兼コご33、6Tf．∩・第

II桓禄．業：：：L’．1’kこほぼ：．；分v．）！す．ン　ノ1ケ化を見

せ、　農業を生活のLlr心的：目己偉とする　「農’家らL

い畏ら◎　ジ：．；分∨つ2はあつ∴二ものえ＼　19s5年に

は各㌣1．4．3％・］7．7％・6ド．川％となって、農’家

」i数．．）1ぞ数のli，；i（少を1・．川る実質的な　「言業二な

れ」　（兼業し．，深化．いわゆる「畏家らこい・賢

衣、　v　：．け｝の1程ピ’＼の滅少なこ11が・令［．．；レベ

ルで進行Lていると杉．えざるをえない、このよ

うな；二体とLての農．家戸数の減少、農業ばなれ

の傾向の内で．T．一見特異な傾1川と膓こられるレ．）は

1975午ダ月：午．（￥業農’家の」七率が増加［Lていること

（19751卜12，4↓）（．、flt°ま1ミftk　l二19S｛lfド13．3《）〈）、　］985言F

］4．：㍗㌔川てttある　　Lカ・しこれはそこに10∬時・に’云

Lた｛輻業農’衣し）内！；1こを見れは1－1一く“に」里解てttきる

ように　「高劇↑者書業」　1男ゴ・生産午角5＝16～6」

歳にある農業従事．者『を」寺たない専業農家）が増

知Lているからであ’．・て，　それはかつて兼菜農
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O．2｛．㌧から］口〔）’t．㌃．＼こそい；成〃ひテンr六を高めた、

これにk・］’Lて、　1976．～19s］午lliに午ll．：・；（’）’c）し．）

r蔦率て’．II蠕少こていた男ゴ生産午自台人［IJ．）いる10

☆農ボ∫1は，19卜］・一］uSl川．．川1では午文n．．4”，、三わ

すかながら垣ズ川1二転じ、　また、　「蔦自≒1輻業農’6（

は、　197ビ～19sピ川；llの1．9∩Dから］［）　，S］一］gS6午

ili’ごは二、L）白uへとノ＼巾畠に1．曽知ニシr，、を高ぐ）

た，．」山．と、高齢呂’｝享業に対L．て注ILてい

ることを川」らえ’1二Lている

　　これ：’．、の指摘を参照しつつ，本論文では第1

に．　農云＝数u．1；L　1’｜Titt少・籍亡化の1：ILi化・「・」：ぷ『者・見

1巽叢ヨ◎．）了ξ生二埣i・il　11とい一一．た」：見象うごS．t一作的にど

v）よ　う　な．畏’．哀力］’t”vノよ　う　に’変イヒー－1’一る　こ　と　に　よ　一．．

て生じてきたレ．）か川｛∴，かにすることを、謀．題とし

て設定L、　さらにこレ）ような現象がた都市．近交15

農村．地域社会：二おいてどのような様．相をポLて

いるか．その独「L川を川：t，かにするこ三を第2

・．）課題三1一る．これらレり実態を明らかにLた「．

で．今後．高齢．者一専．業農家は据1加するのか、そL

てそれ力丁一一・定董呈度農．業し．）」ぐえf・とLての役害りを

果たすことができるし．）カ・を弓『えることを第3の

訳題とする，．

農家構成の変動過程2

　　1．全国

　　．た剤i市」丘交1ミ農ト・「j．也｝或刊：（？：二is！tる農！家手黄F」）〔σ）

変．動ル）特質を明らかにするために．その前提と

Lて、全国の農’家構成c）変動について川らかに

するLl1㌧

　　1）　197川～］975fド

　197U－］975年の1｝、亨：期は1971年のドルショッ

ク、1973年のオイノレショtt・クで終焉を遂げる高

度経済成長期の晩期を含む時・期であって、図1

に見るように高度経済成長期にきわめて顕著に

見られた離農を含む農業労働力の他産業への流

出，兼業化といった「農業ばなれ」の傾向が未

tごム複著：に見られる、

っ
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s
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Lr’
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1tt
　
t

Vlarch　lF／，t・Y

’＊二．こ　．．；．｝・一．J’．：　三）　v’11）レ．）1’・」’r．　IL：≡，ll　lt三．［’i．ケトシ．）耳言〔業1二京t皇三　L

こいた打（．．多．（は川帯ll．．ご．ち．．．たと．．弓’え、’♪／，L

る）が｛亭．午等て“そ、戊職Tlをロヒね、　　一．方でそv．）巴

豪！勺，．二江ニントレ）］置業に1．！二ご．1．こ．lt’∵・羽二正ξ1．　tぺ・

ない：♪こめに㌣充｝ヨ．［IJ／♪｛．1、コ白1．．．こ㌧｝｝ミIR三さ仁1ご5

・・． ノて． ア〕∩．　・≒；1鵬三ご㍉占沢1、とそいに伴う人疑樗1な

兼業fL三㍉ごじま一　たly［－il・ili．．八ナド∴2111’ミ年．㌣ぷ1旦し

たノ㌻日、　そし一）ような．1見f｛ミかL∵1範1川にわた．　tttて生

1已L．ているここを，！L、1：叶くすし，

　　このような現象し．）1’∫：在はく二くの研：究．ごがJk－口

こて指」己r言一る三二’；　’二『ニー‘：、　そ・．・1｛．：「；にLて

：∴1乞屯己二「…川・1い・・71川．↓’U㌢㌧了．かびト．つて

きた1泉は’苓：il旧｛1｛1㍑1㍑に1’．ri’　／．L．II禄1杉憲て．．り㍑；二留

fヒレ．）’．．・よま　b、　拒．f、L・．「．り」務呂「しゾピ自6j旦耳哉によるLlユ

j旦1享農へし1）］｛三ヂ弩、　そLて阻、．iu正享巴し．．）畏業1発ILと

いう三鋤き〒で．了）る）．tlと▲旨・橘L、　また農’家†苛り文vノ

変でヒ，二／．・いて　乞：、”　1・川1：ゴこr友1礼え・ナ）1ヂている弓ピ女

定ゴ・は．　「㌫：芝穴］三川前にζ　一禄業fヒ1ま．「aられて

も　、　　元＼rfiiつ元巳、よ、　　・：1：元．ミ　∴　L　L・こご’うミ7ご一．，三二　三　．ra．’こ　よ

カ・7－・う」　　と　L　7こ　1・．一ごヒ、　「’、’il「工辛『㍍ζり巨3．1其り；ま　「．‖ξ．覧三

fピが最も呂：L．く．趣ii．した川5・代であった．…

　日陥）　・一農‘家戸数と．　・1∵：．殺京『業人川し．）；成少’i・giの

乖離が、この時川に箸Lか・．・た」のであり、

　「巴’5〈らLい農家え∴r1綻・．三、　’家族崇．業糸ξ営’．．．Σ・乍

同fヒ元ご筈し　（．llii｛：．　L）t」　と」．旨手商し、　さ　：、に　「馬∫

業農r家は，　75年⊥’U；筆｛成りILま一　’tているが、　その

1勺i沢をみると．　高i“’lt専菜農’4ミカ∫沖斤増し．　．・』没の

専業農’家が漸ll、疋Lている」川と指］’商Lている．

　一一方，農．業政策担当者もこのような現象につ

いては注モ目しており、　農桝＼’1く産：γ1は　＝lii！利16］午

ii乏　農業の動向に陛1する午次報．告一．のlf・jて1’「…

（日各）…　1981～1986「ドllU　v））：5ξ窒’タミ「1　t4i〈1ま］976～

1gSl年間と同・k｛｛i己）午率L31）．、．，で滅少Lている

が，馬t．業兼業別にはf，なり異なった動きがみら

れる、　1兼農家の19刈～1986∫「間における減少

年率は、1976～198］年間の13．7％に」七較Lて4．5

；oへと．更に高まり．またII挺農家もこの間に
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　　　　　　　図1　1970～1975年間における農家構成の変化G＼1巾
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一
出典：　　　　　　　　lii7J，：1　　畏，1’、z：二t；．ス

　　　　図〕－i．1］　t．i．．ノ「・；㍉1・こ）“’・’tiL’］．，よ」一）．1一㍉ご‘．．．1’　　”　　呉業の記向に関すこ．　IL1）〈；11it，．、

　　をあてぱめ，新逗参メ、1！’ii〆♪を臼］、．、て作［＜ILた1．…て．ある．

，1．：図］一図6はい’；＾イパ1”r5引れ二か㍑○：1ぽ．’”rft二i田’已・見るため． 農装七ン・牢v．煕業←1Ψ｝

　　iと動態統言D．el吃亡v川抽出）を：ul’ll　Lこ作1忙Lたも∪である　’fこEljは，農京の移動’足で．あ

　　り〉数値はi・屯増減　‘　）数て．1．‘る

　　　なお．↑こ図］以ド図［；まこ：：」；1．た日．」狼；は：なる数仙に㌧いてはイミ論文1、・リ付表1．．．6
　　　　　　　　；　ニ　　ノ」　こ　　L　　　tご　　し　　‘　－f　 　　　　　各　　Pこ　　㌔　　ノ　　1．：　±・k　　’　；　　；　ニ　　ン　　．　　L　　1　　　．二　　1　《　，　　　　参　．Il11｛　　ご畠　　l　L　，♪ご　　L　　ト　　　　　　ま　　ごt　 ，　　　　［．21　．FJ　：　　し　　 了i　　婁〔　『　｝pT　；　丈　　｛　｝】．　〔　：’．　⊥　　1．　　　「、．　”t》

　　4捨ニペL）：のて．ヨ1［lif’；1；．こf．”i．1．1！㍉づぷlr　Lない三二／が∫1る

　農家構成川の変動の過程を見ると，男ゴ・生産

午齢人日レ）いる専業農家から第1種兼業巴家へ

転じた農家265T’戸、第II種兼業農家へ転じた

農家川3T＾戸と新たに農業以外の職業に就く者’

を生む農家があり、さらに兼業農家であっても

第1種から第II種へ転ずる農家7」〔日戸と農菜

以外の職業への依存度を高める農家が増加して

いるなど，兼業の深化が見られる．この時期の

農家構成の変動の主要な流れは，」男了・生産年齢

人「1のいる専業農’家　265千戸→第1種兼業農

家　740T一戸→第II種兼業農家　424Uf→離

農、というルートであったと考えられる、．この

ような流れが人きく作用し、結．果として離農が

580千戸の多数にのぼっていること，なおそこ

に男子生産年齢人1－1のいる専業農家（36T’戸）、

高齢者専業農家（59千戸），第1種兼業農家

（61千戸）からも離農している農家のあることが

注目されなければならない、

　高齢者専業農家については，男．1’．生産年齢人

日のいる専．業農家から加齢することによって転

ずる農家，第1・II種兼業農家から転ずる農家

も．一定数存在するが，それ以1”に離農する農家

が多く、結．果として5千戸の減少を示し，この

時期には未だ農業の支え．丁として議論の対象に

取りヒげられる状況になく，離農への．一・過程と

把握することが妥当な傾向を示している，

　　2）　1975～1980年

　高度経済成長がドルショック・オイ・レショツ

クという外在的契機と，その内在ll：J限界によっ

て終焉し，低成長に移行した1975～198u年の時
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　　　　　　　　　呉杜’t＼吋・　1y，v［’fl　∫：㌔1．　；：ジuLス

期は，高度経済成長期に兄られた離農・兼業な

ど「農業ばなれ」の傾向は弱まってきた時期で

ある、

　図2から農家構成問じ）変勇りの過程を見ると、

第1種兼業農家から男ゴ’｝1産年齢ノ∪｜のいる農

家へ転じたものが15｛汀・戸あ一、て、その逆が146

「’戸あるものの，差L引き1和itわずかでは

あるが農業以外の職業から農業へ市点を移行し

た農家力V才）ることカご第1に口．目される。　こ2しは

他の時期には見られない特異な傾向であって、

イ氏成士ミト’における8さ業↓ユ’fト　v）耳哉業における労f動

力需要の低ドに対する農民の対応を示している

（これには男ゴ生産午齢が64歳までと規定され

ており，企業の停年年齢がそれ以ドが多いこと

も関連していることもぢえなければならな

い）こ前時期に見られた，男子生産年齢人目V）

いる専業農家一・第1種兼業農家→第II種兼業農

家→離農，というヒ要な流れは、その初めの段

階を失い、第1種兼業農家一415千戸→第II種

兼業農家一342T－Ji→離；農という，新規の兼業

　　　　パ］ll㌦：「・り

　　　　　　　　］1
弔1種相、ζ塚1旨←　

［口

㍉
S．

　12S

い

129

39

開始を含まない、もっはら兼業の深化が離農に

結びつくという流れに様相を変化させ，その規

模も縮少Lている一前時期354T一戸∨）増卯を兄

せた第II種兼業農家が，この時期34　T・戸の減少

に転じたことは、こU）f頃「司を異なった側面から

裏づけるものである一

　高齢者専業農家に関して注Uすべき点は．こ

の時期に初めて増加（3〔1和りに転じたことで

あって、高齢者専業農家から離農に到る農家も

存在するが、それ以上に男ゴ・生産年齢人口のい

る専業農家（22千戸）、第1種（36Tりi）・第II

種兼業農家（58千戸）から転ずる農家が存在し

ており，　この時期になって高度経済成長期も専

業農家として農業に従事してきた世帯il層や、

農業以外の職業に従事してきた世帯i三層が加齢

により，高齢者ととらえられる時期に到ったこ

とを意昧している．減少傾向が弱まったとはい

え440千戸の離農が存在し，他のいずれの類型

の農家も減少しているこの時期に唯一増加して

いることは，高齢者専業農家への注目を生み，
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よって高齢者専業農’．フミとなる傾向がさらに強ま

っ　きている．、．

　　の　農家構成変動し．）z71・．国的傾向

　以一ヒでは3時期に区分L．て各々の時期におけ

る．変動の．過程を考察してきたが、それらを総合

すると次レ．．）ような1頃向が存．．在Lたといえる，

1．高度経済成．長期には男．ゴー生産年齢人日のい

　る専業農家でも新たに兼業を開始するものが

　．多く，兼．業化一．兼業の深化→離．農という過程

　を経るものが多く存在し、変動の主流となっ

　ていた．

2．高度経済成長．期以後は新たに兼業に従事す

　るものは減．少L．、　．一部に専．業化にもどる動き

に従．事する者を牛み，第II種兼業1農’．4へ・転じて

いたものが徐々に減少してきたことと，逆に第

II種．兼業農’家で兼業を離れる者’が増加Lてきた

ことの延」．ミ線卜．に生じた現象である．，なお，　こ

れには．兼．．業に従・事していた者’レ）加齢も．考・えなけ

れ1支ならない’t

　高齢者’専業農家については、増加傾［1，jが拡．大

し、その供給源とLて第II種兼業農家から軋1ず

る事例がf曽加1している．，前時・期に引きつづき与］

∫一生産年齢人口のいる専．業農家の世帯ilの加齢

によるものが・．・定程度を占めることはかわらな

いが，第II種兼業農家として農．業以外の職．業に

重点をおいていた農’家が加齢・停．年退職などに
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した進行が見られた、

　Il㌃齢者’i’：与業三農’家；二ついてみれ；f，　男∫・ヨ三［董午

歯合八L「：1のいる㌧見業巴ミ’家力’らf）日歯5（二より巾云ずヒるも

vつも，　芽，1　・II‡重．権業農’家力・L層、むi1歯育・f亭tl：．　．1」些塒〔

等に．よって転ずるものも少なく．全体として減

少しており、　その農’家総数に占める⊥．ヒ率も全匡1

に比べて低く（表lt．表2参照）、農家構成の

内で一．一定の地f　lir：を占める存在にな一’／ていたとは

いいカiナこい．．

　　　2．｝　　1975～工98（）彗こ

　高度経済成長の終焉後になるこの時期は全国

日りに見ても　「農業ばなれ」　f頃i川力：］1真iX？fピした

が，大都市近郊農］；・1幽地域社．会においても同様の

f頃［flilカ∫右三イじする．

1975～1980年間における農家構成の変化（東5・1都）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　川1、㌦：
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　　　　　　　　　川典：農林・r輔．1：省　．D．刈f「．

　この時．期、図5に見るように男子生産年齢人

rlのいる専業農家から第1・II種兼業農家へ転
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2．程度に減．少しており，雇用．機会の減少と，既

に兼業の志向を」寺つ農’家はこの時期以前に実際

農．業センサス　｛胞業構．己蘂己り態統言い．

に・兼業に就．業していたことが推測される、第1

種兼業農家から第II種兼業農家へと農業以外の

」μ入へのf衣右川榎をr吉iめる農’家は前其日と同様にくく’

在し，なお兼業の深化がみられる、一・方，新た

に第II種兼業農家として新規参入する農家が相



）Iarch　］gS9
」駅責業1：l：

－都齢
　
　
　
　！1i庄動護識嫁

対的に多数に・）ぼり、この時期に第II種兼業農

家が増加傾向にある、これらの動向は、基本的

には既に．一定程度兼業1ヒや離農が進行しk状況

を示すものであると杉『えられ．一’旧・的な第II種

兼業農家の増加はi：地に対する税制等V）ti：k策h1）

な働きかけへのk寸応という視点を加えて考える
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弱まりつつも存続している
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したが，　大都市近郊農村」也域社会においては．兼

業をめぐる状況をiiT・じに前時期とは異なった動

向を見せた。
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専業農家から第1種兼．業農’家に転ずる農家がな

お一定程度存在しているのに対し、第1種兼業

農家から第II種兼業農家へと兼業への依存度を

高めたものはきわめて減少するなど．兼業をめ

ぐって全国とは異なった動向が見られ、男子生

産年齢人口のいる専業農家．一・第1種兼．業農家→

第II種兼業農家→離農といった一定の流れを明
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未満が84．S％と大部分を占める、表9に示した

農産物販売金額1位の部門別では「その他」とさ

れた比率が高いためその実態が把握しがたい

が，それ以外では野菜類をユ位とする農家の割

合が多く，果樹を1位とする農家がそれにつぐ

など、ここでも第II種兼業農家と類似する傾向

を示している＝農業の経営形態に関連して，農

業機械の所有率（表10｝を見ると各種の機械の

所有率は低い水準に留まっている。また都市近

郊農業は比較的小面積で高収益を期待しうる施

設農業（ハウス・ガラス室等の利用）に特徴があ

るとも考えられるが、施設利用農家率俵1Dは

第H種兼業農家よりは高いものの必ずLも全農

家の内で高い水準にあるとはいえない。

　このように限られた資料から見る限りではあ

るが．東京都を典型例とLてみた都「｝i近郊農村

地域社会における高齢者専業農家は，全国に比

べて全体としての農業経営規模が・」・さい内でも

さらにその規模は小さく，農産物販売金額も

「なし」もしくは低額に留まるものがきわめて

多いなど，その大部分は兼業Lていた他職業退

職後の「自家供給農業」程度に留まるものと考

えざるをえない。

おわりに

　本研究の目的である大都市近郊農村地域社会

の変動過程を明らかにするための一部をなすも

のとして，本論文では農家構成の変動過程の実

態を明らかにするとともに，農家の諸類型の内

で唯一増加傾向を見せている高齢者専業農家に

ついて考察を加えた。各々の項目毎に考察の結

果は示してきたが，それらを総合してその要点

を示すならば，農家構成の変動過程については

次の諸点が明らかになった。

1，全国では「男子生産年齢人口のいる専業農

　家→第1種兼業農家→第II種兼業農家→離

No．9

　農」という兼業の開始、深化，そLて離農と

　いう段階を経ての全体としての農家戸数の減

　少に到る流れが変動の諸過程の内の主流をな

　すパターンとして存在し、それは量的な大小

　は存在するものの，高度経済成長の晩期から

　その終焉後も存続しつづける傾向を示した，

2，　大都市近郊農村地域社会においては，全川

　のように一定の明確なパターンの存在が川；，

　かとはならなかった。

　2－1．その内で男丁生産年齢人日のいる農

　　家から第1種兼業農家に転ずる農家より第

　　II種兼業農家に転ずる農家が多い（197｛ト

　　1975・1975～198〔｝1王｝IY　）　こ　と　1まIE↑’t・了’i∵t三v）

　　まま安定的で高収入を期待しうる兼業機会

　　が比較的豊かな地域条件に起因すると考え

　　られる。

　2－2．1980～1985年期に第1種兼業から第

　　II種兼業に転ずる農家が減少していること

　　は，大都市近郊農村地域社会に独特の傾向

　　である。これがどのような原因によるかは

　　明らかにしえないが，既に一定程度以ヒの

　　兼業の深化・成熟が見られたこととの関連

　　力可任測される．

　このように要約しうる農家構成の変動過程の

内で、唯一増加傾向を見せる高齢者専業農家に

ついては次の諸点が明らかになった。

1．　全国においては1975～1980年期から高齢者

　専業農家の増加傾向があらわれ，それは年を

　追って増加し，全農家に対する比率も増加し

　ている。

　1－1．高齢者専業農家は男子生産年齢人fJ

　　のいる農家から加齢によって転ずるもの

　　（それは後継者がいないことを意味する）

　　も…定数存在するが，それ以上に第1・II

　　種兼業農家であったものが兼業従事者の加

　　齢・停年退職によって転ずるものが多い。

2，大都市近郊農村地域社会においても同様に



March　IgS9 農’家構成の変動過程二高齢者み業農家

　1975～19，SU年期から高齢7i専業農家の増加傾

　向があらわれるが，その増加傾向は全［｝IIに比

　べて小さく．全農家数に占める比率も増り目は

　しているものの，低い数値に留まっている。

　2一ユ．男一ゴ’生産年齢ノUlのいる農家から加

　　齢によって高齢者専業農家に転ずる農家は

　　一一’一定‡ヒ／1一石：し　ている　〔］975～198｛i・　1980

　　～1985f干其1］）．

　2－2．高齢者専菜農家と兼業1畏家間の変動

　　過程は年期によって異なった傾向を兄せて

　　おり，　1975～lgS｛）f卜ltlj　〔］．97u～ユ975f卜其月も

　　同様であったが）には第1種兼業農家から

　　高齢者惇業農家に転ずるものが多いのに対

　　し，第II種兼襲農家とv）　ilSには、高齢者専

　　業農家から第II種兼業農家に転ずるものが

　　多いという全国とは異な一・た傾向を見せて

　　い7こカt，　19S〔1～1985fド其りに；よこkしらレ）f頃r盲1

　　がいずれも逆転する

3．全国的に見た高齢者咋業農家レ）農業経営の

　実態は、他の類型の農家に」’ヒベ相対的に農業

　従事．者数・投ド労働Jjも少なく、その経営耕

　地面積も小さく、経営は・1く川稲作を中L・と

　し、農業粗収益も低い傾］i］］にあって，統副’的

　数値で見る限りでは積極111Jな農業の支え丁に

　なりうるとは∴い難い結果を示Lているtt

4．　大都市近郊農村地域社会における高tlf　7i専

　業農家はその経営耕地面積かC，見た規模もさ

　らに・」・さく、都市化に対応した新しい農＃2を

　志向する傾向も弱く、農産物販売金額から見

　ても、その戊＼部分は「自家供給的農業」程度

　に留まるものと孝えられる、

5．　以土の結果から本論丈で考察Lた限りにお

　いては．高齢者専業農家は近年増加の傾向に

　あり，今後も増加が丁測される一高齢といえ

　どもその農業経験・知識と機械等の利用によ

　る省力化により農業の担い手となりうる可能

　性があると考えL’，れるが、現実に現在の高齢

51一

　者専業農家のk多数はそのような期待に応え

　うる戊ii司を目指しているとは言い難い、

　以．L、本論文におけるぢ察から明らかになっ

た点を示したが、次に明らかにすべきことは農

家の変動過程については，大都市近郊農村地域

社会において全国以上に多様な変動を示す原因

となった、農家の経営形態を規定する要因を明

らかにすることと，それらの諸要因の働きかけ

の内で自家の経営形態の変更を行なってきた

個々の農民の意思決定プロセスを明らかにする

ことである，また高齢者専業農家については、

統計的資料の考察からは積極的な評価を導き出

すことは困難であったが、実際に高齢者専業農

家形態をとる内で農業に従事する農民がどのよ

うな理川で農業に従事しており，今後の万向を

どのように考えているかが明らかにされなけれ

ばならない。いずれにせよ，本論文を統計的資

料の考察にもとつく全体的傾向をii月らかにする

基礎的ぢ察とLて，次に現地調吉を含むより

個々の農家に密着したミクロな研究が必要であ

る、これが私にとっての次の研究沫題である。

　　　　　　（1988年11月稿．未完・続稿予定）

〔注〕

’11本稿は高島秀樹「大都市近郊地域における農

　業の変動過程　　大都市近郊農村地域社会の変

　動過程の研究（その1｝　　」　．明星大学社会

　学研究紀要第6号．］986、の続稿となるもの

　である．研究の目的に関連して明らかにしてお

　くべき基本的考察については前論文で．一応取り

　1二げてある∪）で本論文では省略Lた。それらに

　ついては前論文を参照されたい＝

i．　2　．iこれらの点については高島秀樹「H本農村地

　域社会論（講義ノート）二1985，28～32頁参照tt

　なおこれについては多くの農村社会学者の指摘

　があるが，著者としては川本彰・伊藤章の諸論考

　に示唆を受けることが多かった一

‘3．農林水産省＝1985年農業センサス　第8巻

　農業構造動態統計報告吉二：1987．2頁。

山　これは1例として1975年の統計に示された

　1975年時点の数値と、198C）年の統計に・Jlされた
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　　　　　’］　　「°，i，、　　之　∨こ’　：　丈　 ｜　E、．∨．l　l｝．　　），　　．．1’　・こ’　」．へ　　1］　　　1　　：　’　　tt　　L　　　．’　　　　　　　｜　　L

　数値・L川・．∴．一、と川、＜三L．］にζh’：い　か

　いがある
．｛　　1尾ii」力　「L．上くぼノが．い．i．1＿　　，1［｛’1冥　、tX　．－lt．＿

　　‘狛｛乳　　1　　川卜言　川［《i：山lv、

．7　　伊igE’1’．　　i．　」．．rii．会、　　i，二7．　川自：

：8　　喜多克L二　農．i：HliLtk．　，ii　　IE）．：］，　294貝

，）　中安工ゴ．現八・・）兼長　　沽．に．る、・L＿1，

　　と「看史’［a．・　　i食iLl・㌧＼’tg「‘、i　．Li”＋、　　h　i　lll．s，s．

　　127・1；ll～1，；杜1、

1｛1．　農律」ミ「・．省　「日召liilGピ㍍「一　㌧、プい．∫月宣、二［・∵『丁

　　るヰ次報吉」　（痴1｛）Sl［il川会常会］LlilTI｝　r　区1

　　1兄：1、“　某・自　、t　〔til　；1　〈　、K）　　い〕〉二．　1．．ト㌦

　　1　eS　，S～16日ド〔　弓「『U；こ1．［　仁1（tl由［ドt’才．．L㌶t　↓）

1“1 ［1㌻ 　fl．・　2、 ノユこ　L二　，， 　・　え　tミ

U　　　Liイ．〈］ご1．｜．1と　L・う∫｝；rト．iヒil‘．．1カiそイLj”」，タト　）苔「；lf．J

　　県とはイ2＞．．異なン　，♪こ・1’IX｝をj＋i・’・ここ，うか∴、　こ

　れを別こして’i　・S川りな一矢を・」IJ：’「こする弓こノ

　　もある力二ここごはきわ｝ちてlf1Lに・1じ．、．口・㌘／え

　　も　）こ　L、　まtこ；i”、’たにJ　－一・’［，中．．1㌧・㍑・！．ノ　tvよ〃．，L三

　　合まない∫り合力tあるカここれもIKI別七『］に小‘‘．た．

］：　前，扁又との、止．？Lド｛ン．・二見イLL“日」㌦㍉Vを・．」！り＼三

　すべきであろうが、こ．）考パの主tiとLた　∫二

　　業構こ正1汀患統計　　は　「は‘こめに一て、．ltl，j　1、たよ

　　う　（二者1；．iと≦1｜子と1ぼド・｝カ・ら　しヅL）（｝rl）・v〕　1　」　　1「1、二　よ　る　も　＿ノ

　　　　　　　　　　　　　　付表1　4970～1975年間における農家構成の変化〔

コ．1｛ドl　　i　こ　tt　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NIL1＋

♂ ＼
r

V

」
　
　
　
　

＿

］． 　　‘八社こ」一　∴　「il［］一［（：1＋　〈　　／i：．イ，　／t　二　　　二1、．1∴

　　．．　1ノミ　㍑L　［、11r，〉．　j　l？．．．、，L山［　｛　1－j

　・，、．，、［1　〔川一川　川7．　ト川、r｛ば

　　　［，≡H・．、　1：［1－］7L：

15‘　㌧林・ic、．賓］．，iTi！拍　｛乏∴［j　li∫「1和61ヰ．～　　lk」．L’　．／

　　1：已）．、二∴た，s」．＼1、．、｝　い》S、　ll⊆．

’

参考文献
　　1／一㌧己　・，1，、「川趣三，．川　｜U　、↑干・出版iL

川㌧，［∫’・，．，，．㌧，．．．」，．＿Lパにこ尚た㌧．、吠r・、

　　il．｛．，　　パ⊥パピζ・‘－　　I　L／jr！二　日　1－・　　　　　　1ピ　i　J、

　　．三｝，．‘1　“、「、川！ド、・’；〈川・、a÷ゾ．1‘収［

中’㌧亡1ニー1－1◎・．．1｝1．、　　　い一二己るノLL　、II　三　　こ

　　ll－一　　（食仁三［［S．へBi．＿：・｛　　DLぺSパ、、ぐ　’t，

iX｛i‘丁，ζ．1．1　1r‘λ．　　1κ1　二：．、イJI　　〔6il｛　＼ll’い

　　［！塔7、　ll、ピ，し，、　i・卜；1）／1？

三林〕⑪1、ξ「一’i当1‘：日．1バ‘い　一　．．　－　1こ

　　別二みたへ弓ミi㌦　二1　　1L｝8，＼　1、、材，　tl　1．，，L．会．

東㌧、日II二．，T　d］　1’」、1　ごぷ、，元le’，．、、1　Lド「i．．一　セ

　シ．｝一フ、　，1sii、　til；1．1［芒．，．，，　U・〉・、1□口．

i”i’：、日ヰになる　こ　こを．二；〆．v∋こ・こ．．　イ｛1’？iそ一　1

　　二小：二っ’・・f『Kト、t；イーY’之［｝㌧’Lにち．　こL二㌧

　　レ）てドも首トti、きLた　　また．　諸而二戸卜資イ　を　乞1’〈∫，）k

　　し二が、isい］｜．」山い，、二」、＿－L、．：＼二こ．＿三

　　省1括Lた

　　　　　　　　〔たかLま　　ひ’ごi：、　本”；寸り」呈ξ手乏）

　　　　　　　　　　　　〃巳D

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　：．「・一．

寸陸「．rE　f；．　’a＼しり［臼l！・！］i）1．1；1，i，iに

1㍊㌫1螢；：註、1i

　　　　　　　　イ、シぷ　　1

♪　る1巨・U，’k，k　｛　　♪　kJ（

aJ　l　lT　　’AJ　II　f÷
　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　 　　　　　

　
1

｝r、末べ「1幽　　兼！、ili’今．

i‘ ご・｝

　　　　　　　　　　　　　1‘17．．．r
∴に二し　　15爪い永パ
　　　　　　　　　　　　　tLt‘、「slF・t，七
？↓尾、．〈、（

5、「．；S9．3

　　　　　　　　＼

±
r

　男ゴ生1・1．り因］rv日

｜のいる・．lf累農家 67”．さ ＼＼

同齢一ヤh・．．．t家 一
n

［
－

　　ベ　ー一＼一一・一
工卜．，s

J
．
一

f
’

＼

／
／

＼r
］

1

ソ
　

－
寸

ハ
］

r
l
l
r

I

1
1

一

バ

ノ
r

一
rJ

’

－
豆

d
－

－
1
占

弟liEl嬢t’4－．口家　　　1．＼二｛L］ ］［．16．1 21．s ＼ ビ‘1川　つ 1二； ．）h　」 1　．）5E．7

第Ilt　渡未≡農’； 1t寸

ilL日

　　　　　 　　　　　
　
1

6、2

　
　
’＼

’

ミ
／

i

iト
ン

1⊥」

川典　農tF｝＼・聖蒼　IVT「5午　；“編セン　’ス　1呉　｝t￥1＿，］u

　い1等㌃日1路㍉一二．噛1’三∵∴　L／’！巨○　・

う、・｝．f5　　　：1，D二6．！十

　L／　　 1　／i



N［a］・Ch　｜9トく9
r，

T
．
t

］

叉
二

L
訂」

．
．

1
冒

／
t

一 つ
．）．．）

付表2 1975～1980年間（

‘：：1：11元＼戊、・．；こ「01昌；｝．：1垂｝1、二．Lる云口」曽斥ξ　（　　1　Σミ

　　　　　　　＿一　一　　　　　一　　　　　　　　．一　　　　　　　　
．

　　　　　　　　　　　　　＿　一　　1

∫　㍑　‘畜て

1㍉＼ll　　㍑　齢　耗．　　1：｝：　1　種　　・：1：日　種

噛パ輌・．・バ㍗；（　ぱ農家　織、ll嫁1
∵ζ

　　　　　　　　　　　　卜．　1　．　　　　　．Li　　　　　　II．n

　　　　ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　］＼．；　　　　　　　　　　　　　　　　ニビ‘．：：　　　　　　二二　二
　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　

　　　　一一　　　　　　　　一　　　　　　＿）ST　　－　　　　　　　　　　－L

　　　1一　　　　．．：’∩．二　　　’＼．．　　　　　　．．）日ド‘

＿
2　　　　　　 」＿

　　　杜．ド　　　　　　！J　5　　　　　：1〔．ト6．．一］

　　　　　　　↓．一　　　　　．　　　　‘　　　　　　　　一一一L－一一．・

おける農家構成の変化パ1川

’1

ピ
’》

　
1

’
　
’
1

繍
IZ弟

／
／：
／
、

t

t
‘

1
1
t／

’一

’

t

’

、

’

＼

’r

．
．
‘

t
’

ヤ

か

x
’

t

t

s
1

t

＃
r
、

t
t

オ
．

t

’

t
t
t

1

［
’

’

1

L
J

）

t

這
汀
　
の
ら

．L
く

／

t
”

・
．
ピ

t
／

t

　
b’

1
．
r
、

’
／
’

ぽ
女，
ぺ

；
t
t

L－
一

／

t”

亡
r

べ

’

S
P

札5

仁
ヒ

ぴ

｛1／．．：　｛．F・「・1

　　　　　　　　　　　　　メ
；∪＼　1‘・｝㌃

二　；：　iま「（

　・；、hhの．川

　　　］25．9

4｜7 l
t
t
t

≡二⊥」一
］、h．ll

t

／／

ゴ

7

8
◇

　　　　．二．L’1：｛．／ti

＼
N　　　　＿＿一

　　　　　　　　　一一

li－，il．］　　｜

　　　　　．↓

　：．1・1　：．；　　　　：．11

　　　　　－L一

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　

IY6．：

一一1川4．（’1　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　

　日：；，∴．）

一

付表3 　　1980～1985年間に

；：［｝：：．・．’ll巴．元ミvズ汁層「川手Zξり、二二る辛屯吋ね戚　｛

拐ば曽i高齢力．1］川阿　51：

㌧㌔，1㌘；・［　・弓□’ま　　哀裏農家　　｝9t

イ｛　／s　＼　　う．．r

　　　－　　　　　一．↓　　　　　　　．

おける農家構成の変化1．国川

）数

」

＿f
ノ

μ

三
’

1

「

u
’
　
’
、

　
・
ζ
ざ
丁

人
h
、

　
1
．
r

　
°
．
．
．
．
、

自
言－
r

’
、

づ
な、

t

1

Σ
ヱ

’

糸
L
1＿

　
　
　

、

よ
・
r
ρ
づ

．
t

．
t
’

・㌫i儀．1－i｛／i．i｝　驚．ミ｝11t’；｝ミ

r
］

L

第1稗i兼言
ヒ1il　’：．．「

」｛　う＼

／

　
．
．
〉

’
丁
　
”
f

a
°
、

｜ttt」
°
t

r

jII／．
n
ノ

已
ヨ
ー

t
－
．
．

、

ト
．～駈

r
三

1　〔】｛．i：．1．

；、1］1，ILt．

　’1’IY二．二　．

1
一

t

　　・．　　　　　　．．．　二↓．］　：　　　　111．u

　　　　＼．＼＼．

　　　　　．　　　　　　、　　　　　　　　　　一

　　　　　　　‘　　、．
　　　　　　　　　　1．、
　　2．1．［　　：　　　　＼、＼　　　　　　　　　　’・ノ日　o

　　　　　　　　　　　　　　　　、＼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、．

　　ll．〕．9！　二．26．Dl’＼＼

　＿．．＼　　Il．］　　　．二　：ls．）’　1　　　］94．5

1．． 　～．才芸．三［；∴’i／≡≒＃t　’i／）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．

　　’1三「f；i．i《　・≒口

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　
1

　　ξミによ　る　　　オ屯］11正套戒えζ

　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　 　　　　

　；L｛：口1破2”1．

；　　　一一一．

Hて

一／

F
i

メ

f
一

川
／
’

J
　
9

1

1
こ

’
W

式
々t

t

i
．
’
1
’
t

≡
t
／
．
t

一

一 一 ．．

2 　一‘．．）
　
、
．

三， ：NI　　　幽
1
　
1
占

i

1 ‘ L
‘

i Ll
一・
s．2 ：32 ．1

i
1．川． 9

一 一 i

1：s

一

s
幽

一
4 7：1

　一

4］
6
「

1
’）り一
＿．｝t
6

一 一

‘ 194 　二、．）
一．

174 ： ．）り7＿＿　’

」｝
戸　A　　、

1↓6． 6

一
、L

、

1 、

＼
　　　　‘

＼
‥

）
n
り
一
＿

　　q－．噛

‘

二
． P．os． 2

2
、 974． 3

＼　、

　一



54 明亘；こ字川会芋研究紀要 N（．）．9

付表4　1970～1975年間における農家構成の変化康京都）
〔単位　F㍉

Iy7u年
農家戸数

量声増純る’t
ホ

一　
’り垂夕夕＿

X
m
m

じ
ー

コ
じ
‘戊し

9

＼．
4

“
＼t
七

t
t

し
t
’
L

F
∨
、

l

f
f

き制

　男ゴ．生産
　f卜齢ノ・」1

しついる1．与

：業農家

高　齢　者．　　第　1　種　　第　II手・『
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　

・じ業農「家‘兼業巴家　　‖〔業農’ま

離

る

．し
ζ

’

＝
T

ヤ
下

ユ一
t
農

数友゜
店
埣巨’ソ

i
t
’

純増減数1

3S、581） 二7．5．1（）

男1’・生産年齢ノ＼日
V）い　る　・．与業三農’末　1

　
　
　
　
　
　
　
1
4
4
2
∪
　
1

　　．

D 　　　　　　9二．　　bu

　　　　　　　　　‘

］∫ISl

高齢者．専業農家
1
b4u　　　　F u

　ヒ

　　　　、．．　　　　　　、

　　　　　　＼　　　　　　　1．
bu 川

1 、馳．

｛ 、

　、1

i

、
＼．　ヒ

第1種兼業袈家1 7，12n bu 　　　　　　　　　　A 　　　　．、　　　　　　　＼

　　　　　　ヒヒ1　　　　ヒ．． l　　L輌

　　241）

＿．　22u

二　b｛川

．：．1、3S利

．．二．．　　’ZbU

．二2．d．）6c）

1；1，04｛］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1
Ld）S（．｝　　　　　1（．il）

一一

3．国3

　：：1，sv

5，u6n

第H種兼業巴家　　　26　．　．1（m
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［

L．160 ＼
＼
　＼　＼

二6、．；．S（．1　　．一．3、，S・41i 22．56”

出典：饗林弓V・主’t1．　［975年　農業セン＋ス　［農襲構己動態統，1’1－）．

付表5　1975～1980年間における農家構成の変化（兜；鴇11）
（単位　1．了）

：　　　ミ継1認劇柚端多動．よる純蝋　　　‘　　　‘　　　‘　　　i（ご一）数i新設．離

1975年
　　　　1農家戸数

13．｝　．　1’一　’
　
1

　
：
＿ T）1，1／雛

劉
業
農
家

高齢者
㌧㍉喋農家 兼業農家

第1種1第II種
　　　　　兼業農家

農による

純増滅数

純増減数
1

198D年
農家戸数

計 3w，9〔川 　．．一一　1
　
i
一

一
、二2．川1 2s．8ω

5曙；煕弘1 2，82u
‘　　　　　　　　　　‘
　　　　　‘

6U 二　28｛．［ 　48D 二　　　14り　　　　二］．n61） 1、76〔［

高齢撫亨業農家 581［ 6n
＼　　＼一

120 ．二　2“　　．．．．6n

　　　　：

1r［O 6S｛）

第1種兼業農家 5．28〔［ 280 　二、　工2n
！

1
二
，
1
．
7
2
（
1
． ご．　］oo ．二1．660 3．62〔〕

第II種兼業農’家 　　22．22〔｝
！

　　1
48｛－　　2｛［

　　i

L72n　　　1
＼

＼
＼

＾ 1メn∩ 5訓 22．74fl

出典：農林’tcrll三’ti　IYb’u・ql　農業セン十ス　1農業構造動態統1言｝つ．．



へlarch　1989 　　　　　農家構成の変動過程と高齢者専業農家
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